
ジェイフィルム株式会社 ⾦成⼯場

活動期間︓2023年 7月 1⽇〜2023年9月30⽇
発⾏⽇ ︓2023年10月16⽇

1



目次

2

１．会社概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P3

２．環境経営方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P4

３．環境経営組織 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P5

４．役割・責任・権限 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P6

５．環境経営計画の実績と取組結果 ・・・・・・・・・・・ P7

７．環境関連法規の順守状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・ P16

８．代表者による全体の評価と⾒直し・指⽰ ・・・・・・ P17

ジェイフィルム㈱ ⾦成⼯場

６．環境経営活動（その他）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P15



会社概要
１．社名及び代表者名

・ジェイフィルム株式会社 ⾦成⼯場
・⼯場⻑ 野宮浩文

２．所在地
・〒989-5172
宮城県栗原市⾦成姉⻭銭神沢20 ５．環境管理責任者⽒名及び担当者連絡先

・代表者 ⼯場⻑ 野宮浩文
・担当者 品質管理グループリーダー 佐藤圭一
・連絡先 0228-42-3021

３．事業内容
・ペットボトル用シュリンクラベルの加⼯

４．事業規模
・設⽴ 1955年6月
・売上高 1,792百万円（令和5年3月期）
・従業員 59名（2023年10月）
・床面積 2,996㎡

ジェイフィルム㈱
⾦成⼯場

（宮城県栗原市）
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ジェイフィルム㈱ ⾦成⼯場

環境認証制度対象/非対象所在地拠点
ー非対象東京都千代田区東神田二丁目5番15号本社

エコアクション21 登録申請中対象宮城県栗原市⾦成姉⻭銭神沢20⾦成⼯場
エコアクション21 登録申請中対象宮城県宮城郡利府町しらかし台6-7-3仙台⼯場

ISO14001 取得済非対象千葉県⾹取市岩部179-93成田⼯場
エコアクション21 登録申請中対象静岡県牧之原市坂部3405-1静岡⼯場

ISO14001 取得済非対象大阪府枚方市招提田近2-4大阪⼯場
ISO14001 取得済非対象滋賀県⻑浜市月ヶ瀬町1番地⻑浜⼯場
ISO14001 取得済非対象⾹川県善通寺市中村町一丁目5番1号⾹川⼯場

※ ⼯場拠点ごとに登録申請中。

■．対象組織



環境経営方針
１．環境基本理念

・ジェイフィルム株式会社 ⾦成⼯場は、シュリンクラベルフィルム加⼯を通じて、
環境問題の改善と向上に継続的に取組みます。

・環境保全活動が経営の重要事項である事を認識し、活動を通じて社会的責任を果たします。

２．環境保全への⾏動指針
① 環境に配慮した生産活動の推進

・電気、ガス使用量を削減し、二酸化炭素排出量を削減する。
・⽔の使用量削減に努める。

② 廃棄物の削減とリサイクルの推進
・各製造⼯程に於いて、ロス削減の目標を設定し達成に向けて⽇々活動する。
・排出物の分別を徹底し、リサイクルを推進する。

③ 法令遵守の事業活動
・環境に関する法令や要求事項を遵守し、保全活動に取り組む。

④ 従業員一体した継続的な改善
・環境経営方針の周知と教育。
・従業員一人一人が積極的に環境保全活動に取り組む。
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2023年7月3⽇ 制定
ジェイフィルム株式会社 ⾦成⼯場
⼯場⻑ 野宮浩文



代表者

環境管理責任者

エコアクション21
推進委員会

全従業員

製造1G 製造2G ⽣産管理G

⽣産管理部⽣産部

環境経営組織
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枠割・責任・権限役割／担当者
・環境経営に関する統括責任者代表者
・環境経営システムの実施に必要な資源(人・費用・時間)の準備(⼯場⻑)
・環境管理責任者の任命
・環境経営方針の策定、⾒直し及び全従業員へ周知
・実施体制の構築と全従業員への周知
・環境経営目標・環境経営計画の承認
・代表者による全体の評価と⾒直し、指⽰
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理に関する責任者環境管理責任者
・環境関連法規のまとめ表承認
・環境経営目標、環境経営計画書を承認
・環境経営レポートの確認
・環境経営計画の審議EA21推進委員会
・環境活動実績の確認、評価、是正・予防処置の決定
・環境管理責任者の補佐事務局
・エコアクション21 推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェックの実施
・環境関連法規等のまとめ表の承認、遵守状況チェック結果の承認
・エコアクション21 活動実績集計
・環境経営レポートの作成
・自部門における環境経営方針の周知部署⻑
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況管理
・自部門の問題点有無の確認と改善策の策定と実施
・電⼒、⽔等の集計担当者（事務局への報告）集計担当
・廃棄物集計担当（事務局への報告）

役割・責任・権限
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 温室効果ガス (CO2)
 排出量の削減 288,333  kg-CO2 286,891  kg-CO2 225,423  kg-CO2 79% 〇 1,202,171  kg-CO2 1,196,160  kg-CO2

　　 電⼒使用量の削減 328,716  kWh 327,072  kWh 253,019  kWh 77% 〇 1,222,516  kWh 1,216,403  kWh

　　 LPG使用量の削減 46,404  kg 46,171  kg 36,982  kg 80% 〇 220,507  kg 219,404  kg

　　 ガソリン使用量の削減
　　（基準は22年度平均） 47.0  ﾘｯﾄﾙ 46.8  ﾘｯﾄﾙ 31.8  ﾘｯﾄﾙ 68% 〇 187.2  ﾘｯﾄﾙ 186.3  ﾘｯﾄﾙ

 廃棄物の削減 88,131  kg 87,690  kg 71,465  kg 81% 〇 327,702  kg 326,064  kg

 ロス率の向上 1.0180  % 1.0175  % 1.0211  % 100.3% △ 2.0031  % 2.0001  %

 化学物質使用量
 の削減 4,725  kg 4,701  kg 1,560  kg 33% 〇 13,656  kg 13,588  kg

 ⽔使用量の削減 328  ㎥ 326  ㎥ 532  ㎥ 163% × 1,776  ㎥ 1,767  ㎥

取組項目
基準 目標 実績

対目標
目標 (22年度基準) 目標 (22年度基準)

2022年度
7-9月

2023年度
7-9月

2023年
7-9月

2024年度
4-3月(1年間)

2025年度
4-3月(1年間)

評価

環境経営目標及び実績
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◆23年度の目標は、全ての項目に於いて「対前年 0.5％削減」に設定。

■CO2排出係数 0.496 kg-CO2/kWh
（東北電⼒ 2021年度 実排出係数）



環境経営計画の取組結果とその評価①
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＜全体評価＞

2022年7-9月をベンチマークとして評価を実施。

22年度実績 328,716 kWh
23年度目標 327,072 kWh (0.5％削減)
23年度実績 253,019 kWh (達成率129%)
評価︓〇

今年度の⽣産量が22年度が下回り(64％)
その影響で使用量が減少。

まず取り組んだ事は、節電する意識を全従業員に持って
いただくこと。
従業員一同へ節電取組みの説明とお願いを実施。
また注意喚起表⽰を電気スイッチの部分を⾏い、節電を
習慣づける取組みを⾏った。

次年度は、節電意識が浸透させるのが目標。
継続的な活動で意識のステップアップを図る、
また、業務効率化による使用量削減も⾏う。

◆電気使⽤量の削減
（１）⼆酸化炭素排出量の削減

① 電気使⽤量の削減 評価 実施事項
・終業時の機械及び照明の電源OFF 〇 各製造Gにて終業時に機械電源及び照明の電源OFF励⾏。SL、班⻑がチェック。
・事務所の終業時のPC電源OFF 〇 PC電源OFF励⾏。GLが実施状況チェック。
・不使用照明の電源OFF徹底 〇 会議室、更⾐室、喫煙室不使用時の電源OFF実施。注意喚起表⽰実施。
・定期的なエアコンフィルター清掃による効率化維持 △ 事務所エアコンのフィルター交換実施。
・LED化推進 × 設備投資予算化を今後検討。

7〜9月



環境経営計画の取組結果とその評価②
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＜全体評価＞

2022年7-9月をベンチマークとして評価を実施。
LPGは空調による使用割合が高く、冬場が1年で最も
LPGを使用する時期となる。

22年度実績 46,404 kg
23年度目標 46,171 kg（0.5％削減）
23年度実績 36,982 kg（達成率125%）
評価︓〇

今年度の⽣産量が22年度が下回り(64％)
その影響で使用量が減少。

LPGは空調や印刷の乾燥で使用する為、⽣産効率に
着眼して取り組み実施。
加⼯速度、段替回数削減に注⼒していく。

次年度も作業効率の向上を主体とした取組みを⾏う。
効率を⾒える化して、作業者が現状の把握と改善意識
を持てる状態にする。

◆LPG使⽤量の削減
（１）⼆酸化炭素排出量の削減

② LPG使⽤量の削減 評価 実施事項
・⽣産速度アップによる稼働時間の短縮 × 1号、3号ともに 対昨年でダウン(⼩ロット)
・段取り回数削減による作業負荷時間の短縮 △ 平均ロット、対昨年でダウン。段取り時間は短縮。

7〜9月



（１）⼆酸化炭素排出量の削減
③ ガソリン使⽤量の削減 評価 実施事項

・アイドリングストップ、エコドライブの徹底 〇 アイドリングストップの励⾏。急発進、急停⽌をしない意識で運転。
・要件を出来るだけまとめて、外出件数を削減 〇 社有⾞使用回数の削減を意識して⾏動した。
・出張時の公共交通機関利用 〇 リモート会議を積極的に使用。出張回数 「0回」。

7〜9月

環境経営計画の取組結果とその評価③
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＜全体評価＞

当⼯場は営業機能はなく、社有⾞1台を所有。
⽇々の使用はなく、近隣への公的使用が主である。
従って給油頻度も少なく、ベンチマークは2022年の1年
平均として評価を実施。

22年度実績 47.0 ﾘｯﾄﾙ
23年度目標 46.8 ﾘｯﾄﾙ（0.5％削減）
23年度実績 31.8 ﾘｯﾄﾙ（達成率146%）
評価︓〇

まずはエコドライブの意識を持つ事を周知。
数は少ないものの外出要件をまとめるなど、効果は少な
いが出来ることをまずはやっていく取り組みとした。

次年度は、エコドライブの意識を継続する事に注⼒。
⾞内への注意喚起表⽰などで運転⼿自⾝が常に意識
出来るような状態にする。

◆ガソリン使⽤量の削減



環境経営計画の取組結果とその評価④
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＜全体評価＞

2022年7-9月をベンチマークとして評価を実施。

22年度実績 3,440 kg
23年度目標 3,423 kg（0.5％削減）
23年度実績 2,819 kg（達成率121%）
評価︓〇

⽣産量が22年度が下回り(64％)その影響で使用量が減少。
⽣産で使用する紙製品の購⼊量減少で目標達成している。
裏紙使用、ペーパーレスの意識は浸透しつつあると⾒える。

次年度は引き続き紙の使用量、再利用を推進する。
裏紙ボックスの作成などで更なる推進を図りたい。

◆一般廃棄物排出量の削減
（２）廃棄物排出量の削減

① 一般廃棄物の削減 評価 実施事項
・裏紙使用の徹底 〇 事務所、製造1Gで裏紙使用。
・個人の一般廃棄物の持ち帰り推進 △ 個人で持ち込んだ弁当等の廃棄物は各自持ち帰るよう促した。
・ペーパーレスの推進 △ 社内ツールの有効利用。

7〜9月



（２）廃棄物排出量の削減
② 産業廃棄物の削減 評価 実施事項

・リード紙使用量の削減 △ スタート前のサンプル確認にて不良を早期発⾒。再スタートの回数削減する。
・指⽰ミスによるやり直しの撲滅 〇 ⽣産管理Gからの指⽰ミス無し。
・⼯程不具合によるやり直しの削減 〇 ⼯程不具合によるやり直し無し。
・分別の徹底によりリサイクル品の廃棄抑制 〇 分別徹底良好。（担当者が定期的に監視チェック）
・リサイクルウエス使用の徹底 〇 リサイクルウエスを通常的に使用した。

③ 特別管理廃棄物の削減 評価 実施事項
・切替回数を削減し、切替で使用するインキ・溶剤使用量を削減する △ ⽣産管理Gにて効率の良いオーダー組み実施。（平均ロットで成果評価）
・インキ使用間違い撲滅により、廃棄インキの発⽣を抑制する 〇 インキ使用間違い無し。

7〜9月

環境経営計画の取組結果とその評価⑤
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＜全体評価＞

2022年7-9月をベンチマークとして評価を実施。

22年度実績 14,837 kg
23年度目標 14,762 kg（0.5％削減）
23年度実績 10,488 kg（達成率141%）
評価︓〇

⽣産量が22年度が下回り(64％)その影響で使用量が減少。
廃棄物の中では⽣産ロスによる廃棄物が高い割合を占める。
⽣産部門でのロス率改善や、HEを含むミスによるやり直しを削減
する事に注⼒した。
⽣産部門での不具合品削減や指⽰ミスによるやり直しは無く、
廃棄物削減となった。

次年度はリード紙の使用量を削減する取組みに着⼿するなど、
引き続きロス率改善と取組みは⾏っていく。

◆産業廃棄物排出量の削減



環境経営計画の取組結果とその評価⑥
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◆⽔使⽤量の削減

＜全体評価＞

2022年7-9月をベンチマークとして評価を実施。

22年度実績 328 ㎥
23年度目標 326 ㎥（0.5％削減）
23年度実績 532 ㎥（達成率61%）
評価︓×

⽔の使用は⽣産設備に於いては品質担保のために抑
制することは出来ず、共用のトイレや⼿洗い場の削減取
り組みとなる。

節⽔シール貼付などで意識向上を促す中で、徐々に
意識レベルは向上して来ている。
一方、⽔配管破損トラブルにより漏⽔が2度発⽣し使用
量が増加。
修繕実施した7月以降は平均的な⽔準に戻った。

次年度は、節⽔意識が一過性にならないように継続的
に意識づけを注意喚起していく。

（３）⽔使⽤量の削減 評価 実施事項
・⽔道使用箇所に節⽔マークを貼り、意識づけを⾏う △ ⼿洗い、⾷堂、⼥⼦トイレの蛇⼝付近に節⽔マークを表⽰した。
・トイレの⽔タンクの⽔量削減 〇 500mlペットボトルをタンク内に⼊れて、⽔の使用量を削減継続。



（４）歩留まりの向上 評価 実施事項
・各製造グループにて、重点不良項目をピックアップし改善策を⽴案する 〇 年初に⽴案した重点不良項目の実施中。実績グラフにて成果確認。
・⽇々の歩留まり管理で、全作業員の意識向上を図る 〇 製造現場に歩留まり結果を掲⽰。

（５）化学物質使⽤量の削減 評価 実施事項
・ノントルエンインキへの切替推進 △ ほぼノントルエン化インキに切替済。⾦インキのノントルエンタイプ採用検討中。
・インキ低粘度化の推進 〇 常に低粘度設定を意識して加⼯実施。

（６）環境関連法規の遵守 評価 実施事項
・自社に関わる環境法令の整備と月々の管理 〇 法令対応一覧表により対応状況チェック　→活動期間中問題なし。
・最新の法規内容の情報取得 〇 更新情報なし。

（７）作業環境の整備 評価 実施事項
・５Ｓ活動（整理・整頓・清掃・清潔・躾）の推進 〇 月次会議にて場内パトロール実施。指摘箇所は都度改善対応。
・リスクアセスメントの実施 〇 4月に安全指摘箇所のRA実施。
・作業標準書作成による作業統一化とルール遵守 × 作業標準書一覧を元に、不⾜している作業の⼿順書を作成する。

環境経営計画の取組結果とその評価⑦
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＜全体評価＞

・歩留まり向上のために各製造⼯程で重点的に改善する項目を決め毎月の進捗管理を実施。
従来からの取り組みも相成って、成果を上げる事が出来た。

・化学物質はPRTR法の対象であるトルエンを対象物質とした。
従来からトルエンを含有しないインキに移⾏してきており、残存するものに対して置き換えの検討を進めている。

・環境関連法令は自社に関わるものを整備し、一覧表を作成。
要求事項に対する現状把握と遵守状況をまとめた結果、要求事項から逸脱した事項は無く良好であることが改めて分かった。

・従来から⾏っている5S活動を活動の基盤として継続的に実施。月１度の現場パトロールを実施し、維持管理できるように活動する。
・作業方法の周知や運転や作業の個人差を無くす目的で、作業標準書の作成を進める。



環境経営活動（その他）
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◆PETボトルキャップの回収、寄付
・PETボトルキャップを回収して、

「キャップの貯⾦箱推進ネットワーク」に寄付。
・おおよそ3〜4ケ月に1回の頻度で寄付しています。
・共用スペースの⾷堂に回収BOXを設置。

◆⼯場内草刈り、U字溝清掃の実施

◆防災訓練の実施

PETボトルキャップ回収BOX

・消防計画に則り年2回の防災訓練を実施。
・通報訓練、消火訓練、避難訓練を実施。
・消火訓練は⽔消火器を使用しての模擬訓練
を⾏っています。

避難訓練風景 ⽔消火器を使用した消火訓練

草刈り前 草刈り後

・年間スケジュールに則り、年2回の
⼯場敷地内の草刈りを実施。
・同時にゴミ拾いやU字溝清掃も実施し
⼯場敷地内の衛⽣状態を維持しています。



環境関連法規の順守状況
違反訴訟評価遵守内容遵守事項と適⽤事項法令名

〇・年2回測定（5月、11月）・VOC排出濃度の測定
なし〇・基準値内・VOC排出基準の遵守大気汚染防⽌法

〇・騒音レベル基準値内・印刷機所有、第4種区域／騒音規制
なし騒音規制法

〇・振動レベル基準値内・印刷機所有、第2種区域／振動規制
なし振動規制法

〇・対象機器点検実施（一部）・定期点検︓1年に1回以上等（専門業者が実施）
なし〇・簡易点検実施・簡易点検︓3か月に1回以上フロン排出抑制法

〇・全て産廃業者へ委託・産廃の処理業務委託等
なし〇・マニュフェスト管理実施・マニフェスト管理廃棄物処理法

非対象・報告義務非対象・第1種指定化学物質取扱量＝1トン/年 未満
なし（トルエン）PRTR法

〇・7月冷蔵庫1台を廃棄・家電リサイクル法に準じた廃棄処理
なし家電リサイクル法

〇・専任済み・防火管理者の専任（常時雇用50人以上）
なし〇・作成届出済み・消防計画等の作成届出等消防法
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・環境関連法規制の違反はありません。
・環境関連法規制の遵守状況について評価し、その結果問題ありませんでした。



代表者による全体の評価と⾒直し・指⽰
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当社に於いて二酸化炭素を排出し環境負荷が大きなものは、電⼒と液化⽯油ガス(LPG)になります。

概要
空調負荷は品質に関わるため着⼿は現状困難で、⽣産性の改善が削減に繋がります。
また、季節ごとで負荷状況が変動するため、前年同月⽐や原単位評価も必要です。
産業廃棄物は⼯程ロスがそのまま廃棄物になるため、歩留まり改善が効果があると考えます。

目標達成。稼働率の減少はあるが、原単位でも達成。二酸化炭素削減

評価
目標達成。一般廃棄物、廃プラスチックが減少。廃棄物削減
目標未達成。配管破損による漏⽔が原因。⽔使用量削減

今回⽴案した方針を継続する。変更なし環境経営方針

⾒直し
昨年度⽐1%削減は期間内では達成。今後の設定には検討が必要。変更なし環境経営目標
変更はないが、具体案の検討が必要。変更なし取り組み計画
初年度という事もあり、実施体制に変更なし。変更なし実施体制

変更なしその他
3ヶ月の試用運用では、データの収集や要求事項の整備に注⼒して⾏って参りました。

総括
全従業員に対してEA21の取組みの理解はまだまだ不⼗分と思えるので、継続的な教育が必要。
また、今後はまずは設定した方針に則り、目標を達成すべく活動を⾏っていくが、具体的改善方法の
検討が今後の課題と考えます。


